
なぜなに学習相談  学研教育情報資料センター

資料番号３３０９ 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                             X1030001 

 

アリジゴクの巣 

ウスバカゲロウと幼虫

アリジゴクって
なん

何のことなの 

●アリジゴクは、アリを
すな

砂の
なか

中に
ひ

引きずりこむ 

  
じんじゃ

神社や
てら

寺の
えん

縁の
した

下など、さらさらかわいた
つち

土や
すな

砂がある
ば し ょ

場所を
かんさつ

観察すると、
そこ

底が
ちい

小さいす

りばちのように、くぼんでいる
ところ

所が
み

見つかります。これが、アリジゴクの
す

巣です。そばを
とお

通

りかかった
ちい

小さいアリなどが、このすりばちの
なか

中にすべって
お

落ちることがあります。すると、
あな

穴の
そこ

底にかくれていたアリジゴクが、すばやくととびかかり、
あな

穴の
なか

中に
ひ

引きずりこんで、
え も の

獲物

の
たいえき

体液を
す

吸うというわけです。 

●アリジゴクはウスバカゲロウの
ようちゅう

幼虫   

 アリジゴクは、ウスバカゲロウの
ようちゅう

幼虫なのです。
なつ

夏の
よる

夜、
おお

大きさはカの３
ばい

倍ぐらいある

トンボのようなものが、
あ

明かりの
した

下に
と

飛んでくることがあります。これが、たいてい、
せい

成
ちょう

長

したウスバカゲロウです。
せいちゅう

成虫のじゅ
みょう

命は１か
げつ

月ぐらいで、
よる

夜
かつどう

活動します。 

 
ようちゅうじだい

幼虫時代（アリジゴク）は２
ねん

年ぐらいあり、６～７
がつ

月ごろ、
すな

砂を
いと

糸でつないで
まる

丸いまゆを
つく

作り、
なか

中でさなぎになります。さなぎは、２０～３０
にち

日で
う

羽
か

化します。 

（監修・中山 周平）

 

 

 


